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「グリーンカードを渡しあえる毎日に」                       校 長  井 上 雅 子 

12月 4日からは人権週間です。1948年、国際連合が世界人権宣言を採択し、12月 10日を世界

人権デーに定めたことで、日本では毎年 12月 10日を最終日とする 12月 4日から１週間を「人権

週間」と定めています。しかし日本でも世界でも、女性、子供、高齢者、障害者、同和問題、外

国人など様々な人権課題に関わる偏見や差別意識がいまだ解消されていない状況があります。特

に、いじめ、虐待、子どもの貧困、そして新たにヤングケアラーなど、全ての子どもの人権が守

られ、子どもを取りまく安心で安全な環境が完全に整えられているとは言えません。残念ながら

本校でも、悪口やからかいなどで人の気持ちを傷つけるいじめが、ゼロになっていません。 

本校では 2年間東京都の人権尊重教育推進校の指定を受け、授業で、また皆さんの主体的な生

徒会や委員会活動で、人権尊重の学習を重ねてきました。来年 1月 15日は、その研究成果の発表

会を行い、東京都の先生たちに向けて、皆さんのお互いを尊重しあう授業の様子をみていただき

ます。同時に、二者面談や三者面談、また毎月行っている生活アンケートやいじめアンケート、

教育相談アンケートの実施等で生徒の気持ちを聞き取り、今後もいじめのない安心で安全な居心

地のよい学校づくりに努めてまいります。しかし学校に相談しにくいことがありましたら、西東

京市、東京都の相談機関を利用できます。今月は東京都教育委員会の体罰防止月間となっており

ます。学校から暴力や体罰をなくすことを、西東京市が推進している「あったか先生」の理念も

繰り返し先生たちと確認しています。 

さていくつかのスポーツで悪質な反則行為をした場合に使われるのは、レッドカード、イエロ

ーカードで審判が与えるものですが、少年サッカーでは、グリーンカードがあります。グリーン

カードはワールドカップやＪリーグの試合でお目にかかることはなく、12歳以下の少年サッカー

で用いられています。小学生の時にサッカーをしていた人で、もらったことのある人もたくさん

いると思います。このカードが出されるのは､例えば、怪我をした選手への思いやりが見られたと

き、ファウルプレーをした際の「ごめんなさい」という仕草や握手が見られたときなどです。審

判はグリーンカードを出すことで、それは良い行動ですよ、それは他の人の手本ですよと伝えて

いるのです。 

 さて今の学級の中を見ると、グリーンカードを渡したい人がたくさんいるのではないかと思い

ます。掃除をしっかり行う人、学活で配布物を手伝ってくれる人、配布されたプリントをお休み

の人の机に丁寧に入れてくれる人、授業中で間違った人に笑ったりせずあたたかい気持ちでいて

くれる人・・・。2学期も終わりとなり、今のクラスで過ごすのも残り 3分の 1となりました。

学習や友達関係など不安をかかえる人、また 3年生は進路のことで不安や悩みの中、せめて学級

の中で、お互いに励まし合い、支え合う、心配り、優しさを重ねる中で、ストレスのない前向き

な生活を送ってほしいです。人権週間の今、自分も相手も温かい思いやりの中で、過ごせるよう

に、グリーンカードを渡し会える毎日であってください。 

 さて日本サッカー協会が配っているグリーンカードには英語で大きく「ＤＲＥＡＭ」と書いて

あり、その下には小さく日本語で「夢があるから強くなる」と書かれています。 

進路選択で頑張っている 3年生、夢や目標に向かって一生懸命に取り組む姿を全員で応援して

います。 



■「第三回 ひばり祭り」ボラティア参加 11月 30日（日） 

「ひばり祭り実行委員会」（育成会ひばり・メタセコイア、

中原小学校施設開放運営協議会、ひばりが丘中学校・谷戸小

学校・中原小学校おやじの会、谷戸小学校・中原小学校・ひ

ばりが丘中学校 PTA、ひばり児童センター）が主催で、第三回

ひばりまつりが中原小学校とひばり児童センターで行われま

した。チョコせんべいやフランクフルトのブースでは、本校

PTA本部役員や生徒のボランティア、会場設営や道路の交通整

理、に本校おやじ倶楽部が頑張っていました。オープニング

では吹奏楽部が演奏し、第三回ひばり祭りを盛り上げました。 

 

■マラソン大会に向けて（IJ学級） 

 12月 18日（木）昭和記念公園で行われる、多摩地区特別支

援教育研究会主催のマラソン大会に向けて、毎日練習を重ね

ています。一人一人の目標は、完走、タイムの短縮、入賞と

それぞれですが、ほとんどの生徒が昨年の距離より上を目標

に頑張っています。11人の IJ学級の担任の先生が、伴走した

り一人一人に声をかけたりしながら、授業で毎日ベストタイ

ムが出るように指導しています。友達同士でもお互いに声を

掛け合い、励まし合いながら頑張っています。 

 

■生徒の活躍（敬称略） 

〇家庭科部 お弁当コンクール都大会 第二位 全国大会出場 

（2-D）(2-C) 

〇令和 7年度技術・家庭科生徒作品展アイディアバック部門

（不要布で作ったバック） 

東京都代表 （3-E） 

〇第 21回創造ものづくり教育フェア in Tokyo生徒作品コンク

ール生徒作品部門【家庭科部】 

奨励賞 (2-D) (2-C) (2-D)  

(2-C) (2-I) 

〇薬物乱用防止推進地区協議会主催によるポスター・標語への応募  

ポスター部門 優良賞 (2-A) 

標語部門 会長賞 (2-A) 優良賞 (2-A) 

〇東京都読書感想文コンクール (1-C) 佳作 

〇野球部 多摩武蔵杯野球大会 優秀選手賞 (2-B)  

〇美術部 12月初旬、職員室前にて秋季展を行いました。 

 

■学校評価アンケートのお願い（12月 12日(金)締め切り）  

学校の活性化、信頼ある学校づくりのために、保護者の皆さ

まご協力をお願いいたします。 

 美術部 秋季展 

吹奏楽部によるオープニング 

保健体育の長距離走の授業（IJ学級） 

全校朝礼での表彰 


